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第2章最大クラスの地震とは

地
震
活
動
は
静
か
で
あ
る
。
二
○
一
○
年
の
一
年
間
で
調
べ
て
み
る
と
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
の
北
緯
三
六
度

か
ら
四
一
度
ま
で
の
領
域
で
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
二
以
上
の
地
震
が
約
三
○
○
○
個
以
上
も
発
生
し
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
、
南
海
ト
ラ
フ
の
東
経
一
三
二
・
五
度
か
ら
一
三
九
度
ま
で
の
領
域
で
は
同
じ
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

二
以
上
の
地
震
が
三
○
○
個
程
度
し
か
発
生
し
て
い
な
い
。
南
海
ト
ラ
フ
は
、
地
震
活
動
で
見
る
と
普
段
は
非

常
に
静
か
な
の
で
あ
る
。

図
２
１
１
に
、
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
と
日
本
海
溝
沿
い
の
一
九
三
○
年
以
降
に
お
け
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
以

上
の
地
震
の
発
生
時
期
を
示
し
た
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
前
後
の
地
震
の
回
数
は
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
で
は
二
回
、

日
本
海
溝
沿
い
で
は
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
を
含
め
て
三
回
で
同
程
度
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
よ
り
小
さ

な
地
震
は
圧
倒
的
に
日
本
海
溝
沿
い
の
方
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
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ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
多
く
の
地
震
が
発
生
し
て
い
た
劇
‐
一
方
、
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
で
は
、
普
段
の

か
ら
地
震
活
動
が
活
発
で
あ
る
。
二
○
二
年
の
巨
大
地
震
の
後
、
余
震
活
動
が
非
常
に
活
発
な
の
は
よ
く
知

南
海
ト
ラ
フ
で
発
生
す
る
巨
大
地
震
は
、
二
○
二
年
三
月
三
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

と
何
が
ど
の
よ
う
に
違
う
の
だ
ろ
う
か
。
と
も
に
プ
レ
ー
ト
が
沈
み
込
む
境
界
で
発
生
す
る
地
震
で
あ
り
、
津

波
を
と
も
な
う
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
。
し
か
し
、
南
海
ト
ラ
フ
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
が
沈
み
込
む
場

所
で
あ
り
、
東
北
地
方
は
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
が
沈
み
込
む
場
所
で
あ
る
。
プ
レ
ー
ト
の
年
齢
も
厚
さ
も
異
な
る

し
、
沈
み
込
む
プ
レ
ー
ト
の
形
状
も
異
な
る
た
め
、
地
震
の
起
き
方
に
も
違
い
が
で
き
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、

自
然
条
件
も
異
な
れ
ば
社
会
的
条
件
も
異
な
る
。
南
海
ト
ラ
フ
と
東
北
地
方
太
平
洋
沖
に
つ
い
て
、
地
震
発
生

様
式
、
自
然
条
件
、
さ
ら
に
社
会
的
条
件
の
違
い
に
着
目
し
て
順
に
比
較
し
て
い
こ
う
。

ひ
と
言
で
い
え
ば
、
複
雑
さ
が
異
な
る
。
日
本
海
溝
沿
い
の
地
震
詮

れ
て
い
る
。
複
雑
さ
の
違
い
は
、
普
段
の
地
震
活
動
に
現
れ
て
い
る
。

地
震
発
生
様
式
の
違
い

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
が
発
生
し
た
日
本
海
溝
沿
い
と
、
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
が
発
生
す
る
南
海
ト

ラ
フ
沿
い
に
お
け
る
地
震
の
発
生
様
式
は
何
が
違
う
の
だ
ろ
う
か
。
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１
と
何
が
違
う
か
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日
本
海
溝
沿
い
の
地
震
発
生
は
、
南
海
ト
ラ
フ
よ
り
も
複
雑
と
き
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梱
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る
が
、
発
生
場
所
と
し
て
は
一
九
九
四
年
の
三
陸
は
る
か
沖
地
震
に
近
い
。
北
海
道
の
十
勝
沖
で
は
、
ほ
ぼ
鍵

源
域
を
同
じ
く
し
て
マ
グ
’
一
チ
ュ
ー
ド
八
ク
ラ
ス
の
地
震
が
、
一
九
五
二
年
と
二
○
○
三
年
に
発
生
し
て
い
る
。

一
九
六
八
年
の
十
勝
沖
地
震
の
震
源
域
は
、
こ
れ
ら
と
は
明
瞭
に
異
な
っ
て
お
り
、
混
乱
し
な
い
よ
う
注
意
が

，｜85
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図2－1日本海溝沿いと南海トラフ沿いにおける1930年以降の地

霞活動．マグニチュード6以上の地震の発生時期を気象庁の震源
カタログから示した．

数－－－
ひ

‐‐一一一

、
一

日
本
海
溝
沿
い
の
地
震

次
に
、
比
較
的
規
模
の
大
き
な
地
震

の
発
生
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。

東
北
地
方
の
三
陸
沖
北
部
で
は
、
過

去
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
五
前
後
の

地
震
が
繰
り
返
し
発
生
し
て
い
る
。
最

近
で
は
、
一
九
六
八
年
五
月
一
六
日
に

発
生
し
た
十
勝
沖
地
震
（
Ｍ
七
・
九
）
と
一

九
九
四
年
の
一
二
月
二
八
日
に
は
三
陸

は
る
か
沖
地
震
（
Ｍ
七
・
六
）
が
発
生
し
て

い
る
。
そ
れ
以
外
に
も
、
一
九
三
○
年

以
降
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
程
度
の
地

鰹
が
八
回
も
発
生
し
て
い
る
（
図
２
‐

２
）
。
ち
な
み
に
、
一
九
六
八
年
の
地

震
は
十
勝
沖
地
震
と
名
付
け
ら
れ
て
い

図2－2日本海溝沿いの巨大地霊の撲源域．日本の
地震活動(地震調査研究推進本部)から日本海溝沿いの
M7.4以上の地震の震源域を示した．波線は2011年東

北地方太平洋沖地震の震源域で×印は震源(破壊開始
点)を示す．
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第2章最大クラスの地震とは

必
要
で
あ
る
。

三
陸
沖
中
部
で
は
、
一
八
九
六
年
に
明
治
三
陸
地
震
が
発
生
し
て
い
る
。
こ
の
地
震
は
典
型
的
な
津
波
地
震

で
あ
る
。
三
陸
沿
岸
か
ら
一
五
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
離
れ
た
沖
合
で
発
生
し
、
体
に
感
じ
る
揺
れ
は
ご
く
わ
ず

か
で
あ
っ
た
た
め
、
ま
っ
た
く
無
警
戒
の
住
民
に
巨
大
な
津
波
が
襲
い
か
か
り
、
二
万
人
以
上
の
人
た
ち
が
犠

牲
と
な
っ
た
。
三
陸
沖
中
部
で
は
海
溝
沿
い
で
津
波
地
震
の
発
生
が
知
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
よ
り
も
深

い
陸
側
の
プ
レ
ー
ト
境
界
で
は
大
き
な
地
震
の
発
生
が
知
ら
れ
て
い
な
い
。
プ
レ
ー
ト
境
界
が
普
段
か
ら
ゆ
っ

く
り
と
ず
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

同
じ
三
陸
沖
中
部
で
あ
っ
て
も
、
一
九
三
三
年
に
発
生
し
た
昭
和
三
陸
地
震
（
Ｍ
八
・
二
は
海
溝
の
外
側
（
陸
と

反
対
側
）
で
発
生
し
た
地
震
で
、
沈
み
込
む
前
の
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
内
部
で
発
生
し
た
地
震
で
あ
る
。
最
近
で

は
ア
ウ
タ
ー
ラ
イ
ズ
の
地
震
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ア
ウ
タ
ー
ラ
イ
ズ
と
は
、
プ
レ
ー
ト
が
海
溝
か

ら
沈
み
込
む
際
に
下
向
き
に
折
り
曲
げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
反
動
で
盛
り
上
が
っ
た
場
所
の
こ
と
で
あ

る
。
海
溝
の
外
側
（
・
鳥
『
）
で
、
盛
り
上
が
る
含
め
の
）
た
め
、
こ
の
よ
う
な
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
。

最
近
で
は
、
プ
レ
ー
ト
境
界
の
地
震
と
ア
ウ
タ
ー
ラ
イ
ズ
の
地
震
は
ペ
ア
で
起
き
る
こ
と
が
多
い
と
考
え
ら

れ
始
め
て
い
る
。
一
八
九
六
年
の
明
治
三
陸
地
震
は
プ
レ
ー
ト
境
界
の
地
震
で
、
一
九
三
三
年
の
昭
和
三
陸
地

震
と
ペ
ア
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
同
様
な
例
は
、
北
緯
四
七
度
付
近
の
千
島
列
島
沖
に
も
あ
る
。
二
○
○
六
年

二
月
一
五
日
に
は
、
千
島
海
溝
か
ら
沈
み
込
む
プ
レ
ー
ト
境
界
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
・
三
の
地
震
が
発
生

し
、
翌
二
○
○
七
年
の
一
月
一
三
日
に
は
千
島
海
溝
の
外
側
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
・
一
の
地
震
が
沈
み
込
む

前
の
プ
レ
ー
ト
内
で
発
生
し
た
。
プ
レ
ー
ト
境
界
で
発
生
し
た
地
震
に
よ
っ
て
プ
レ
ー
ト
内
の
ひ
ず
み
が
変
化

し
、
海
溝
の
外
側
の
地
震
を
誘
発
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

三
陸
沖
南
部
か
ら
宮
城
県
沖
で
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
五
前
後
か
ら
八
ク
ラ
ス
の
地
震
が
数
十
年
お
き

に
発
生
し
て
い
る
。
こ
の
領
域
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
や
海
底
地
殻
変
動
の
デ
ー
タ
の
解
析
か
ら
、
普
段
は
強
く
固
着
し
て

い
る
場
所
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
領
域
で
発
生
し
た
地
震
と
し
て
は
、
知
ら
れ
て
い
る
地
震
だ
け
で
も
一
七
九

三
年
、
一
八
六
一
年
、
一
八
九
七
年
（
二
回
）
、
一
九
一
五
年
、
一
九
三
六
年
、
一
九
七
八
年
の
も
の
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
こ
の
地
域
で
の
地
震
発
生
が
非
常
に
切
迫
し
て
い
る
と
さ
れ
て
き
た
。
二
○
二
年
の
東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
は
こ
の
領
域
か
ら
プ
レ
ー
ト
境
界
面
の
ず
れ
が
始
ま
っ
て
巨
大
地
震
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
大
地
震
が
切
迫
し
て
い
る
と
い
う
予
測
は
正
し
か
っ
た
。
し
か
し
、
震
源
域
が
宮
城
県
沖
に
と

ど
ま
る
こ
と
は
な
く
、
巨
大
な
も
の
と
な
る
こ
と
ま
で
予
測
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。

福
島
県
沖
は
地
震
活
動
が
比
較
的
低
調
で
、
知
ら
れ
て
い
る
過
去
の
地
震
は
一
九
三
八
年
に
群
発
的
に
発
生

し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
ク
ラ
ス
の
地
震
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
地
域
の
プ
レ
ー
ト
境
界
は
地
震
を

発
生
さ
せ
ず
に
、
普
段
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
ず
れ
動
い
て
い
る
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、
近
年
観
測
精
度
が
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飛
躍
的
に
高
ま
っ
た
海
底
地
殻
変
動
観
測
に
よ
る
と
、
二
○
二
年
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
前
で
も
、

福
島
県
沖
で
は
ほ
と
ん
ど
動
き
が
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
、
地
震
か
ら
四
年
経
過
し

た
今
も
同
じ
で
あ
る
。

茨
城
県
沖
で
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
程
度
の
地
震
が
頻
繁
に
発
生
し
て
い
る
。
一
九
四
三
年
の
地
震
以
降
、

一
九
六
一
年
、
一
九
六
五
年
、
一
九
八
二
年
、
二
○
○
六
年
に
地
震
が
発
生
し
て
い
る
。
こ
の
地
域
も
こ
れ
以

上
大
き
な
地
震
の
発
生
が
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
プ
レ
ー
ト
境
界
が
普
段
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
ず
れ
動
い
て
い
る
と

考
え
ら
れ
て
い
た
。
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1 第2章最大クラスの地震とは

自
然
条
件
の
違
い

東
北
地
方
と
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
地
域
の
自
然
条
件
の
違
い
を
、
揺
れ
に
関
す
る
違
い
と
津
波
に
関
す
る
違

い
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
見
て
み
る
。

地
震
に
よ
る
揺
れ
の
強
さ
は
、
お
も
に
二
つ
の
条
件
に
よ
っ
て
決
ま
る
．
ひ
と
つ
は
震
源
域
と
の
距
離
、
も

う
ひ
と
つ
は
地
盤
な
ど
の
地
下
構
造
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
う
ち
両
地
域
の
差
と
し
て
顕
著
な
震
源
域
と

の
距
離
に
つ
い
て
説
明
し
よ
う
。

ま
ず
、
「
震
源
と
の
距
離
」
と
せ
ず
に
「
震
源
域
と
の
距
離
」
と
し
た
の
に
は
理
由
が
あ
る
。
地
震
の
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
が
大
き
く
な
る
と
地
震
時
に
ず
れ
動
く
断
層
の
面
積
が
大
き
く
な
る
。
「
震
源
」
と
い
う
と
、
テ

レ
ビ
な
ど
で
地
図
上
に
×
印
で
表
示
さ
れ
る
の
を
思
い
浮
か
べ
て
、
そ
の
×
印
か
ら
地
震
波
が
周
囲
に
拡
が
っ

大
地
震
が
発
生
す
る
と
い
う
特
徴
の
あ
る
場
所
な
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
プ
レ
ー
ト
境
界
の
固
着
の
特
徴
に

あ
る
よ
う
だ
。
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
の
デ
ー
タ
を
用
い
た
解
析
に
よ
る
と
、
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
プ
レ
ー
ト
境
界
は
ほ
ぼ

全
面
に
わ
た
っ
て
、
か
な
り
均
一
に
べ
っ
た
り
と
固
着
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
普
段

は
プ
レ
ー
ト
境
界
面
の
上
盤
の
地
殻
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
と
ガ
ッ
チ
リ
く
っ
つ
い
て
陸
側
に
押
し
込
ま

れ
て
い
て
、
ず
れ
る
と
き
に
は
一
気
に
巨
大
地
震
に
ま
で
成
長
し
て
し
ま
う
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

集
を
行
い
、
ど
の
よ
う
な
地
震
で
あ
っ
た
か
を
把
握
し
た
上
で
緊
急
観
測
に
つ
い
て
相
談
を
す
る
。
そ
の
結
果
、

懸
念
さ
れ
て
い
る
プ
レ
ー
ト
境
界
で
発
生
し
た
地
震
で
は
な
く
、
ト
ラ
フ
軸
付
近
の
プ
レ
ー
ト
内
部
で
発
生
し

た
地
震
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
一
段
落
つ
い
て
家
に
戻
り
ほ
っ
と
し
て
休
ん
で
い
る
と
再
び
揺
れ
を
感
じ

た
。
最
初
の
地
震
よ
り
は
規
模
が
大
き
く
、
気
象
庁
は
紀
伊
半
島
の
沿
岸
や
愛
知
県
の
太
平
洋
岸
に
津
波
警
報

を
出
し
た
。
実
際
、
潮
岬
の
先
端
に
あ
る
串
本
で
は
○
・
九
メ
ー
ト
ル
の
津
波
を
観
測
し
て
い
る
。
津
波
が
発

生
し
た
も
の
の
、
こ
の
地
震
も
心
配
し
た
プ
レ
ー
ト
境
界
面
の
ず
れ
に
よ
っ
て
発
生
す
る
タ
イ
プ
の
地
震
で
は

な
か
っ
た
。
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
で
地
震
が
発
生
し
て
も
、
プ
レ
ー
ト
境
界
面
で
発
生
す
る
も
の
は
少
な
い
。

も
う
少
し
規
模
の
小
さ
な
地
震
で
も
、
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
で
有
感
地
震
が
発
生
す
る
と
巨
大
地
震
と
の
関
連

が
注
目
さ
れ
る
。
二
○
○
九
年
八
月
二
日
に
駿
河
湾
で
発
生
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
五
の
地
震
も
そ
の

よ
う
な
地
震
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
震
は
早
朝
五
時
七
分
に
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
揺
れ
で
目
覚
め
た
筆
者
は
、

携
帯
電
話
に
自
動
的
に
送
ら
れ
て
き
た
メ
ー
ル
を
確
認
し
た
。
す
る
と
駿
河
湾
が
震
源
で
あ
る
。
驚
い
て
気
象

庁
や
防
災
科
学
技
術
研
究
所
の
震
源
や
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
断
層
の
ず
れ
）
の
速
報
を
調
べ
る
と
、
プ
レ
ー
ト
境
界
面

が
ず
れ
て
発
生
し
た
地
震
で
は
な
く
プ
レ
ー
ト
の
内
部
で
発
生
し
た
地
震
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
ほ
っ
と
し

た
。

こ
の
よ
う
に
、
南
海
ト
ラ
フ
で
は
普
段
の
プ
レ
ー
ト
境
界
面
の
地
震
活
動
は
非
常
に
静
か
で
、
い
き
な
り
巨

毎
■
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い
。
し
か
し
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
が
大
き
く
な
れ
ば
断
層
の
面
積
も
大
き
く
な
る
。
巨
大
地
震
の
場
合
、
地
震

波
は
断
層
面
の
全
体
か
ら
放
出
さ
れ
る
た
め
、
「
震
源
域
」
と
い
う
捉
え
方
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
・
○
で
あ
っ
た
。
序
章
で
述
べ
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
と

断
層
の
大
き
さ
と
の
関
係
を
適
用
す
る
と
、
マ
グ
｝
一
チ
ュ
ー
ド
九
の
地
震
は
三
○
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
四
方
の
断

層
面
で
平
均
の
ず
れ
が
一
○
メ
ー
ト
ル
に
な
る
。
実
際
に
は
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
震
源
域
は
お
お
む

ね
南
北
五
○
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
東
西
二
○
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
正
方
形
で
は
な
く
、
長
方
形
と
な

っ
て
い
る
。
前
掲
図
０
１
２
で
見
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
震
源
域
が
拡
大
す
る
領
域
と
し
て
東
西
方
向
に
限
界
が

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
東
側
は
プ
レ
ー
ト
が
沈
み
込
み
始
め
る
日
本
海
溝
が
限
界
と
な
る
。
西
側
は
、
温
度
が
上

昇
し
て
急
激
な
ず
れ
を
起
こ
し
に
く
く
な
る
深
さ
が
限
界
と
な
る
。
深
さ
に
し
て
五
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
太

平
洋
側
の
海
岸
線
付
近
に
あ
る
。
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
で
、
非
常
に
広
い
範
囲
が
強
い
揺
れ
に
見
舞
わ
れ

た
の
は
、
震
源
域
が
南
北
五
○
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
岩
手
県
か
ら
茨
城
県
に
か
け
て

震
度
六
強
を
記
録
し
た
。
新
幹
線
で
走
っ
て
も
二
時
間
以
上
か
か
る
距
離
で
あ
る
。

一
方
、
南
海
ト
ラ
フ
で
発
生
す
る
巨
大
地
震
の
揺
れ
は
、
最
大
で
伊
豆
半
島
の
付
け
根
の
駿
河
湾
か
ら
四
国

て
い
く
と
考
え
る
人
が
多
い
と
思
う
。
震
源
と
は
、
断
層
が
最
初
に
ず
れ
動
き
始
め
た
場
所
で
あ
る
。
小
さ
い

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
の
地
震
で
あ
れ
ば
断
層
の
面
積
も
小
さ
い
の
で
、
×
印
で
表
現
し
て
も
ほ
と
ん
ど
問
題
は
な

図2－3南海トラフ沿いの巨大地震の麓源域．東海地震(刀，東南海

地震('IN),南海地霊(N)の霞源域とされる領域に，津波地震発生域，
低周波地震発生域日向灘域が加えられ、南海トラフの最大クラスの
地霞の想定腱源域とされた(破線の領域)．

沖
を
通
っ
て
日
向
灘
に
ま
で
達
す
る
可
能

性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
場
合
の
震

源
域
の
大
き
さ
は
、
ト
ラ
フ
に
沿
っ
た
距

離
で
七
○
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
ト
ラ
フ
に

直
角
の
方
向
に
約
一
○
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

で
あ
る
（
図
２
１
３
）
。
東
北
地
方
の
日
本

海
溝
沿
い
と
同
様
、
ト
ラ
フ
と
直
角
の
方

向
に
は
限
界
が
あ
る
。
海
側
（
南
側
）
は
ト

ラ
フ
軸
で
あ
る
が
、
陸
側
は
深
さ
三
○
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
程
度
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

東
北
地
方
と
比
較
し
て
浅
い
の
は
、
沈
み

込
む
プ
レ
ー
ト
の
年
齢
（
海
嶺
で
プ
レ
ー
ト

が
生
産
さ
れ
て
か
ら
の
時
間
）
が
若
く
、
温

度
が
高
い
た
め
、
深
く
沈
み
込
む
前
に
地

震
を
発
生
さ
せ
る
能
力
が
な
く
な
る
か
ら

69 6s
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第2章最大クラスの地震とは

社
会
的
条
件
の
違
い

大
き
な
地
震
が
発
生
し
て
も
そ
れ
だ
け
で
災
害
に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
い
。
人
間
社
会
の
側
が
揺
れ
や
津

ぜ
い
じ
ゃ
く

波
に
対
し
て
ど
の
程
度
被
害
を
受
け
や
す
い
か
（
脆
弱
性
）
に
よ
っ
て
も
災
害
の
程
度
が
異
な
る
。
例
え
ば
、

同
じ
揺
れ
で
あ
っ
て
も
、
建
物
の
耐
震
性
に
よ
っ
て
被
害
が
異
な
る
。
耐
震
性
が
あ
っ
て
も
家
具
の
固
定
を
し

一
方
、
南
海
ト
ラ
フ
で
発
生
す
る
巨
大
地
震
の
場
合
に
は
、
時
間
的
余
裕
が
な
い
。
内
閣
府
が
推
定
し
た
最

大
ク
ラ
ス
の
地
震
に
よ
る
津
波
の
第
一
波
が
到
達
す
る
ま
で
の
時
間
は
、
最
悪
の
ケ
ー
ス
で
、
駿
河
湾
沿
岸
の

地
震
発
生
か
ら
三
分
で
あ
る
。
駿
河
湾
か
ら
日
向
灘
の
南
海
ト
ラ
フ
全
域
が
一
度
に
ず
れ
て
地
震
が
発
生
す
る

場
合
、
ず
れ
始
め
か
ら
ず
れ
終
わ
り
ま
で
に
五
分
以
上
の
時
間
が
か
か
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
日
向
灘
に
ま
で

プ
レ
ー
ト
境
界
の
ず
れ
が
達
す
る
前
に
、
駿
河
湾
沿
岸
に
津
波
が
到
達
す
る
こ
と
に
な
る
。
揺
れ
が
続
い
て
い

る
最
中
に
津
波
も
や
っ
て
く
る
。
ま
た
、
駿
河
湾
以
外
の
地
域
で
も
概
ね
地
震
発
生
か
ら
二
○
分
後
に
は
津
波

が
到
達
す
る
。
時
間
的
余
裕
は
極
め
て
少
な
い
。

で
あ
る
。

し
か
し
、
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
で
は
、
こ
の
三
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
深
さ
の
場
所
が
す
で
に
陸
の
下
に
な
っ
て

い
る
。
東
北
地
方
で
は
、
強
い
揺
れ
を
発
生
す
る
領
域
の
西
端
が
や
っ
と
海
岸
線
付
近
で
あ
り
、
深
さ
も
五
○

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
深
い
。
つ
ま
り
、
陸
地
と
震
源
域
と
の
距
離
は
、
南
海
ト
ラ
フ
の
ほ
う
が
東
北
地
方
よ
り
も

近
い
の
で
あ
る
。
そ
の
分
だ
け
地
震
の
際
の
揺
れ
が
強
く
な
る
。
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
で
は
、
津
波
に
よ

る
圧
倒
的
な
被
害
に
比
べ
る
と
揺
れ
に
よ
る
被
害
は
比
較
的
少
な
く
、
仙
台
で
は
一
九
七
八
年
の
宮
城
県
沖
地

震
よ
り
も
揺
れ
が
小
さ
か
っ
た
。
し
か
し
、
南
海
ト
ラ
フ
で
は
、
津
波
に
加
え
て
揺
れ
も
強
い
と
予
想
さ
れ
る
。

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
津
波
の
被
害
を
見
て
津
波
対
策
ば
か
り
に
気
を
と
ら
れ
て
い
る
と
、
揺
れ
の
対
策

が
お
ろ
そ
か
に
な
り
か
ね
な
い
。

津
波
に
つ
い
て
も
、
揺
れ
の
場
合
と
同
様
、
震
源
域
と
陸
地
と
の
距
離
が
重
要
な
要
素
と
な
る
。
そ
れ
は
、

地
震
が
発
生
し
て
か
ら
津
波
が
海
岸
に
到
達
す
る
ま
で
の
時
間
に
関
係
す
る
。
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
場

合
に
は
震
源
域
が
陸
地
か
ら
離
れ
て
い
た
た
め
、
津
波
の
第
一
波
が
到
達
す
る
ま
で
に
時
間
が
あ
っ
た
。
気
象

庁
の
記
録
で
津
波
到
達
が
最
も
早
か
っ
た
地
点
は
岩
手
県
の
釜
石
で
、
最
初
の
ピ
ー
ク
が
一
五
時
二
分
で
あ

っ
た
。
地
震
が
発
生
し
て
か
ら
約
三
○
分
後
で
あ
る
。
釜
石
に
最
大
波
高
の
津
波
が
到
達
し
た
の
は
、
そ
の
一

○
分
後
で
あ
っ
た
。
福
島
県
の
相
馬
で
は
、
最
初
の
津
波
の
ピ
ー
ク
が
到
達
し
た
の
が
一
五
時
三
二
分
で
あ
り
、

進
し
て
い
た
‐
こ
α

地
震
発
生
か
ら
車
波

地
震
で
は
、
津
波
に
よ

り
一
時
間
程
度
の
余
硲
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一

災
が
発
生
す
る
前
年
の
二
○
一
○
年
の
統
計
で
は
、
先
の
東
北
地
方
の
太
平
洋
岸
の
県
内
総
生
産
額
の
合
計
が

二
一
四
兆
円
で
あ
る
の
に
対
し
、
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
で
津
波
被
害
を
受
け
る
可
能
性
の
あ
る
府
県
の
県
内

総
生
産
の
合
計
は
一
三
六
兆
円
で
あ
る
。
地
震
災
害
に
よ
る
国
全
体
の
負
担
が
圧
倒
的
に
大
き
く
な
る
恐
れ
が

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
い
っ
た
ん
被
害
を
受
け
る
と
回
復
ま
で
の
時
間
が
長
く
か
か
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
意
味
す
る
。
さ
ら
に
被
害
は
、
い
わ
ゆ
る
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
と
呼
ば
れ
る
東
西
交
通
の
要
を
直
撃

す
る
。
第
一
東
名
高
速
道
路
が
で
き
て
地
震
へ
の
耐
性
は
高
ま
っ
た
も
の
の
、
物
流
の
滞
り
は
避
け
ら
れ
な
い
。

鉄
道
に
よ
る
旅
客
輸
送
も
、
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
発
生
時
に
中
央
リ
ニ
ア
新
幹
線
が
で
き
て
い
れ
ば
影
響

は
が
緩
和
さ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
旅
客
輸
送
能
力
の
減
少
は
避
け
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

鯉
こ
の
よ
う
に
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
に
よ
る
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
被
災
し
な
か
っ
た
地
域
か
ら

蝿
の
援
助
は
東
日
本
大
震
災
に
比
べ
て
か
な
り
弱
く
な
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。
地
震
対
策
を
進
め
、
地
域
内

冠
で
助
け
る
側
に
ま
わ
る
人
口
を
少
し
で
も
増
や
す
こ
と
が
是
非
と
も
必
要
で
あ
る
。
東
北
の
被
災
地
の
迅
速
な

沖
復
興
は
そ
の
意
味
で
も
重
要
な
の
で
あ
る
。

軽
都
市
へ
の
人
口
の
集
中
度
も
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
の
影
響
を
受
け
る
地
域
の
方
が
大
き
い
。
人
口
密
度

２
は
、
二
○
一
○
年
の
国
勢
調
査
報
告
書
に
よ
る
と
、
静
岡
・
浜
松
の
都
市
圏
で
は
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
た

第

り
五
五
○
人
、
名
古
屋
を
中
心
と
し
た
中
京
大
都
市
圏
で
は
一
二
八
八
人
、
京
阪
神
を
含
む
近
畿
大
都
市
圏
で

－●

て
い
な
け
れ
ば
ケ
ガ
を
す
る
危
険
性
が
増
す
。

社
会
的
条
件
の
最
大
の
違
い
は
、
何
と
言
っ
て
も
人
口
と
産
業
の
規
模
で
あ
ろ
う
。
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
で
直
接
の
被
害
を
受
け
た
お
も
な
県
は
、
青
森
県
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
、
茨
城
県
と
い
っ
た
太
平

洋
側
の
県
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
県
の
人
口
を
合
計
す
る
と
、
約
九
八
○
万
人
で
あ
る
（
平
成
二
五
年
度
、
総
務
省

統
計
局
ま
と
め
）
。

一
方
、
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
で
大
き
な
津
波
被
害
を
受
け
る
可
能
性
の
あ
る
太
平
洋
沿
岸
の
県
と
し
て
、

静
岡
県
、
愛
知
県
、
二
重
県
、
和
歌
山
県
、
大
阪
府
、
丘
〈
庫
県
、
徳
島
県
、
高
知
県
、
愛
媛
県
、
大
分
県
、
宮

崎
県
、
鹿
児
島
県
の
各
県
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
人
口
を
合
計
す
る
と
、
約
三
五
○
○
万
人
と
な
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
県
全
体
が
被
害
を
受
け
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
実
際
に
発
生
し
た
被
害
と
想
定
被
害
の
違
い
も

あ
る
も
の
の
、
人
口
の
違
い
は
大
き
い
。
東
日
本
大
震
災
で
は
、
九
八
○
万
人
を
日
本
の
残
り
の
人
口
で
あ
る

一
億
一
七
○
○
万
人
が
助
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
人
口
比
で
は
一
対
一
二
で
あ
る
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
よ
る

災
害
で
は
三
五
○
○
万
人
を
残
り
の
九
二
○
○
万
人
が
助
け
る
こ
と
に
な
る
。
人
口
比
は
二
対
五
程
度
で
あ
る
。

南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
比
べ
、
圧
倒
的
に
助
け
る
側
の
人

口
が
少
な
い
。

経
済
規
模
に
つ
い
て
は
、
県
別
の
総
生
産
が
総
務
省
統
計
局
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
東
日
本
大
震
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第2章最大クラスの地 とは

高
い
計
算
能
力
を
持
っ
た
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
現
在
で
は
、
気
象
の

数
値
予
測
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
天
気
予
報
・
警
報
等
の
発
表
が
な
さ
れ
て
い
る
。

地
震
発
生
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
支
配
す
る
微
分
方
程
式
が
わ
か
り
さ
え
す
れ
ば
原
理
的
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

の
中
で
計
算
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
数
値
計
算
に
も
と
づ
い
た
地
震
の

数
値
予
報
は
い
ま
だ
研
究
途
上
で
あ
り
、
気
象
予
測
か
ら
は
大
き
な
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
。
地
震
発
生
の
数
値

計
算
と
は
何
か
、
ま
た
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
難
し
い
か
を
紹
介
し
よ
う
。

と
は
重
力
の
作
用
に
従
っ
て
物
は
動
く
。
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
運
動
方
程
式
は
微
分
方
程
式
で
記
述
さ
れ
て
い
る
た

め
、
微
分
方
程
式
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
中
で
表
現
し
解
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
物
体
の
動
き
を
計
算
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

も
う
少
し
複
雑
な
現
象
と
し
て
は
気
象
予
測
が
あ
る
。
現
在
の
気
象
予
測
は
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
用

い
ら
れ
て
い
る
。
地
球
全
体
の
大
気
層
を
規
則
正
し
く
並
ん
だ
多
数
の
格
子
点
に
分
割
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
格
子

の
位
置
に
お
け
る
気
圧
・
気
温
・
風
向
風
速
な
ど
を
、
世
界
中
の
国
で
観
測
し
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
で
計
算
す
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
大
気
の
流
れ
を
表
す
流
体
力
学
の
微
分
方
程
式
、
海
か
ら
水
蒸
気
が
発

生
し
た
り
、
水
蒸
気
が
雨
に
な
る
こ
と
を
表
す
方
程
式
な
ど
、
多
く
の
方
程
式
を
扱
う
。
気
象
庁
で
は
全
地
球

を
二
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ご
と
と
い
う
細
か
い
格
子
に
区
分
し
て
計
算
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
膨
大
な
メ
モ
リ
と

現
象
の
し
く
み
を
数
式
で
表
現
で
き
れ
ば
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
計
算
に
よ
っ
て
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
る

は
ず
で
あ
る
。
簡
単
な
例
は
、
真
空
中
の
物
体
の
運
動
で
あ
る
。
空
気
抵
抗
が
な
い
真
空
中
で
物
を
投
げ
る
と

ニ
ュ
ー
ト
ン
の
運
動
方
程
式
に
従
っ
て
動
く
。
物
を
投
げ
る
方
向
と
投
げ
る
速
さ
（
初
速
度
）
が
決
ま
れ
ば
、
あ

は
一
四
八
四
人
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
仙
台
大
都
市
圏
は
三
六
三
人
で
あ
り
、
そ
の
差
は
歴
然
と
し
て
い
る
。

大
都
市
地
域
で
は
、
物
流
や
旅
客
交
通
網
の
発
達
で
、
狭
い
地
域
に
多
く
の
人
口
を
効
率
的
に
住
ま
わ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
地
震
に
よ
っ
て
、
効
率
性
を
追
求
し
た
社
会
の
仕
組
み
が
停
止

す
る
と
、
一
気
に
不
便
な
社
会
に
変
化
し
て
し
ま
う
。
し
か
も
多
く
の
人
が
住
む
平
野
部
は
、
河
川
に
よ
っ
て

運
ば
れ
た
堆
積
物
が
た
ま
っ
て
で
き
た
土
地
で
、
住
み
や
す
い
反
面
、
地
震
時
に
は
揺
れ
が
増
幅
さ
れ
る
。
東

北
地
方
よ
り
も
西
日
本
の
方
が
人
口
密
度
の
高
い
大
都
市
が
多
い
。
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
麗
は
こ
の
よ
う
な

大
都
市
を
同
時
に
襲
う
。
都
市
型
地
震
災
害
が
同
時
多
発
す
る
の
も
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
特
徴
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
は
少
し
視
点
を
変
え
て
、
地
震
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
科
学
的
に
考
え
て
み
よ
う
。
自
然

２
地
震
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
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